
 

第１回横浜市保護施設指定管理者選定委員会 議事録 

日 時 令和２年６月 24日（水） 午前 10時 30分～午前 11時 30分 

開 催 場 所 横浜市研修センター 602・603 

出 席 者 渋谷委員、中路委員、本間委員、目黒委員、森委員、事務局５名 

欠 席 者 なし 

開 催 形 態 公開（傍聴者０人） 

議 題 ○横浜市保護施設指定管理者選定委員会委員長の選出 

○公募要項について 

○選定スケジュールについて 

決 定 事 項 ○渋谷委員を委員長に選任 

○評価の最低基準については、項目１～４ごとに６割以上、項目１～４までの合計

で７割以上得点することとする。また、現指定法人の応募に際しては、最低基準と

は別に項目５にて得点を加減する。 

○第２回指定管理者選定委員会については、非公開とする。 

次 第 １ 横浜市保護施設指定管理者選定委員会発足にあたり 

（健康福祉局生活福祉部長あいさつ） 

２ 委員及び事務局紹介 

３ 指定管理制度概要説明 

４ 委員長選出 

５ 議題 

（１）公募要項の検討 

６ 今後のスケジュールについて 

７ その他 

議 事 １ 横浜市保護施設指定管理者選定委員会発足にあたり 

（健康福祉局生活福祉部長あいさつ） 

２ 委員及び事務局紹介 

３ 指定管理制度概要説明 

・事務局から指定管理制度について説明。 

４ 委員長選出 

・渋谷委員を委員長に選任。 

・委員長から挨拶。 

５ 議題（公募要項の検討） 

・事務局から公募要項の説明。 

なお、公募要項については、「横浜市中央浩生館」「横浜市浦舟園」の２施設分が

あるが、ほぼ同様のため、「横浜市中央浩生館」の公募要項により説明。「横浜市浦

舟園」については、施設概要や説明会の日程等の施設固有部分のみ説明を行った。 

 

【討議】 

委員長：現在、事務局では最低ラインについてどのように考えているか。 

事務局：一般的には６～７割と考えられるので、大項目は６割以上、全体を足し合

わせたときに７割を最低基準としていきたいと考えている。 

委員長：５．加減点項目はどのように考えるか。 



 

事務局：項目５は現在指定管理を担っている法人が応募してきた場合のみ対象で、

新規参入の法人は評価されないため、項目ごとの６割算定には５の加減点項目は除

くものと考えている。 

全体の評価としては、項目１～４の合計 140点の７割でみていただくことが妥当だ

と考える。最終的に、２法人以上の応募があった場合には、加算だけでなく減点の

場合もあり得るが、ここで差が付く可能性があるものとなる。 

委員：５番で現指定法人が逆転するケースもありうるということ。 

委員長：４番までの 140点で討議をして、各大項目は６割、全体は７割に達してい

るかをみて、最終的にどこにするか選ぶときには加減点も考慮しながら最終的には

決める、という流れ。委員の皆さまはいかがか。 

委員会：異議なし。 

委員長：次に、評価基準・項目・得点配分についてはいかがか。 

この項目は他の社会福祉施設と似たものなのか、独自なのか。 

事務局：市全体で共通の項目、雛型はあるが、そこに各施設の特色を加えている。 

委員長：そういった意味では、保護施設用、ということになる。 

委員：採点方法で異論はないが、採点の材料について。現法人は実績を踏まえて応

募、という理解で良いか。 

事務局：間違いありません。第２回選定委員会の際には財務状況を確認し、事業が

適切に実施されているか、皆さまに評価していただきたい。 

委員：社会福祉法人であれば、保護施設の運営経験はなくても応募できる。近年、

計画通りに運営できない、という話も耳にするが、どのように見極めたらよいか。 

事務局：応募してきた法人の説明に対し、説明を受けるだけでなく、質疑ができる

ので、委員の皆さま１人１人が鋭い質問をして、評価していただきたい。 

委員長：項目３.施設管理運営について、中央浩生館は相当古いと思うが、建て替

え等の予定はないのか。現状はいろいろ制限があるものだと見受けるが。 

事務局：次期５年間については、現状のままの予定だ。 

委員長：耐震は問題ないか。 

事務局：耐震性は確保されている。 

委員長：要綱について修正箇所はないということでよろしいか。 

委員会：異議なし。 

 

６ 今後のスケジュールについて 

 事務局から説明。委員会異議なし。 

 

７ その他 

事務局：選定委員会は公開が原則であるが、委員会の承認によって非公開とするこ

ともできる。第２回の選定委員会に相当する委員会については、指定管理候補法人

を選定する際に、委員の自由な発言、活発な意見を求めるため、また、ヒアリング

の中で法人独自のノウハウを伺う場面も想定されるため、非公開とする場合も多い

が、いかがか。 

委員長：第２回選定委員会については非公開としてよろしいか。 

委員会：異議なし。 



 

資 料 

 

１ 委員名簿 

２ 指定管理者制度の概要 

３ 横浜市保護施設条例 

４ 横浜市保護施設指定管理者選定委員会運営要綱 

５ 横浜市保護施設の指定管理者の候補者の選定等に関する要綱 

６ 保護施設 指定管理施設一覧 

７－１ 更生施設 横浜市中央浩生館 公募要項（案） 

７－２ 更生施設 横浜市中央浩生館 応募様式（案） 

８－１ 救護施設 横浜市浦舟園 公募要項（案） 

８－２ 救護施設 横浜市浦舟園 応募様式（案） 

９ 横浜市保護施設管理規則 

 


